
どんな小さな声でも
必ず県政に届けます！

プロフィール
昭和30年9月9日金沢市内で生まれる。　現在67歳。
地元の市立十一屋小学校、野田中学校、県立金沢泉丘高校か
ら早稲田大学政経学部に学ぶ。卒業後、森喜朗代議士の秘書となり、
政治と地方議員の役割を学ぶ。「青年の政治参加」をスローガンに、昭和58
年金沢市議会議員選挙に最年少記録27歳での初当選。
平成3年石川県議会議員に初当選以来、連続8期。
家族は妻と父親の3人家族。（長男、次男夫婦独立）
平成20年、第89代石川県議会議長に就任。これまでに、議会運営委員会委
員長、県監査委員、現在は日韓友好促進議員連盟会長、自民党では石川県
連副会長。過去に、幹事長、総務会長、政調会長、青年局長などを務める。 ひもの義昭事務所

よしあき

〒921-8116 金沢市泉野出町2丁目7-18

https://www.facebook.com/himonoyoshiaki 詳しい情報満載！
ぜひご覧下さい。

現在のおもな役職（抜粋）

●石川県都市計画審議会委員
●石川県音楽文化協会常任理事
●石川県スポーツ協会理事
●金沢地区納税貯蓄組合連合会顧問
●日本保育協会石川県支部・日本保育推進連盟顧問
●自衛隊金沢駐屯地協力会副会長（事務局長）

076-241-7744
【FAX】 076-241-4764 info@himono-yoshiaki.jp

ひもの義昭 検 索ホームページはコチラから
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　日頃からのご厚情に感謝いっぱいです。
　脊柱管狭窄症の手術により、いっときは車いす状態であったために、大変ご心配頂きましたが、お陰
様で、今は以前どおりに歩くことができるようになり、ありがたく思っております。春には９期目を目指す県
議会選挙に挑戦することになりますが、大変厳しい戦いが予想されます。
　全力で頑張り抜く覚悟でありますので、変わらぬご支援と叱咤激励を賜り
ますよう心よりお願い申し上げます。

住んで良かった、これからも住み続けたいと思える街に！

「石川・金沢」の発展に
「経験と刷新力」を活かして、
全力で頑張ります！！

義昭よしあき

石川県議会議員

ひもの
充実！！「福祉・障害者施策」

「スポーツ・教育・国際交流」
「安心・安全・医療」

経
験
プ
ラ
ス

刷
新
力

●いしかわ観光振興議員懇話会 会長
●金沢市水泳協会 会長
●金沢日曜野球連盟顧問
●金沢保護司会理事
●石川県馬事振興協会 会長
●平和町連合町会相談役

泉丘
高等学校

ココス

金沢南
郵便局

カジマート
キリン堂

長坂一丁目金沢市
総合体育館

泉野出町

泉野出町南

長坂三丁目

長坂

ひもの義昭
事務所

ローソン

22 長坂台
小学校東

金沢泉丘
郵便局

山側
環状
線

県内では錦丘中学校（牛乳のみ）を除いて、全小中学校で完全給食を実施。県教委は要望はない
と説明しますが、食育、子供たちの健やかな成長にも学校給食は絶対に必要です。
全国で学校給食の無償化が進んでおり、義務教育だからこそ実現すべき課題です。

公営住宅では居住者の高齢化が進み、障がいがある方も多く入居しており、町会コミュニティが
十分に図れていないのが現状。学生さんや若い人達を受け入れて、町会活動、除雪にも協力して
もらうなどの新しい態勢をいち早く構築すべきです。

冬の季節号

すべての小・中学校において学校給食の無償化実現を！

県営住宅に若者世代を受け入れて地域活性化を図る！

岡田直樹地方創生担当大臣を表敬（大臣室で）

お気軽にお立寄り、
ご連絡ください

国会議員の
ポスターが目印です

6月定例会で馳知事への初めての質問実現に向けて全力で取り組みます！！

★金沢市内での新しい交通ネットワークの実現と北鉄石川線の存続
★高齢者、障がいのある方や難病患者に優しい社会と街づくりの推進
★少子化や子育て支援策の構築（貧困対策、学童保育、結婚支援など）

★スポーツの振興や競技力向上対策、武道館建設など新施設の整備促進
★私立学校への支援（大・高・中・小学校、私立幼稚園、専修各種学校など）
★海外から多くの方に来ていただける様々な施策展開と交流促進

★県内すみずみまでの安心安全の地域コミュニティ網の実現
★子どもたちや障がいのある方の医療費の助成制度の拡充
★「タバコの煙」から子どもや高齢者の皆さんを守る対策強化
★国民病であるガン予防に検診促進PRなどの対策の拡充

安心・安全・医療の
充実

全国障害者スポーツ大会参加者と（私は石川県障害者スポーツ協会 会長）

宮前正明さんの叙勲祝賀会でライオンズクラブ関係の出席者の皆さんと（私は金沢南LC）

「黄金のあきない君」を目指して金箔を貼る、
尾張町商店街（私は顧問）の銅像除幕式において
（金箔は1枚500円で販売中）

友の会ゴルフコンペ・優勝した福島徹さん
石川県宅建協会（私は顧問）の皆さんと

スポーツ（障害者スポーツ含）
教　育
国際交流の充実

1.福祉の充実

2.

3.

新春の集い

ひもの義昭 友の会

11月23日(水・祝)レジャーランド藤江新館11月23日(水・祝)レジャーランド藤江新館
ボウリング大会ボウリング大会

優勝・
早遊メイト
チーム

開会式でご挨拶・右隣は小森卓郎代議士

令和5年2月5日（日） 午後2時～
金沢東急ホテル



これまで県議会議員として8期32年間、県議会最多の108回質問（本会議場）に立ち、

一
般
質
問
要
旨 

令
和
4
年
9
月
13
日

令
和
4
年
9
月
定
例
議
会

存
在
意
義
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
。

◎
知
事　

直
面
す
る
重
要
課
題
を
議

論
し
、国
に
地
方
の
実
情
を
踏
ま
え
た

施
策
実
現
を
求
め
る
。

能
登
の
頻
発
地
震
の
対
応
で
は
住
民
の

不
安
解
消
の
た
め
に
強
く
国
に
求
め
る

べ
き
。

京
都
府
知
事
と
の
意
見
交
換
の
場
が
必

要
と
の
提
案
の
意
図
は
。

◎
知
事　
一
日
も
早
い
北
陸
新
幹
線
の

全
線
整
備
は
、関
西
圏
と
も
足
並
み
を

揃
え
る
こ
と
が
重
要
。

京
都
で
の
反
対
運
動
へ
の
対
応
が
大
き

く
の
し
か
か
っ
て
く
る
前
に
、北
陸
３
県

の
知
事
が
積
極
的
に
動
く
べ
き
。

県
民
の
大
切
な
財
産
、「
一
度
は
入
っ
て

み
た
い
」と
の
声
が
大
き
い
。

◎
知
事　

庁
内
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
様
々
な
利
活
用
の
ア
イ
デ
ア
を
出

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

か
つ
て
入
場
者
数
日
本
一
で
あ
っ
た
人
気

施
設
の
金
沢
21
世
紀
美
術
館
と
の
連
携

を
。

地
域
公
共
交
通
維
持
へ
滋
賀
県
の
よ
う

に
交
通
税
の
導
入
を
議
論
し
て
は
。

◎
知
事　

滋
賀
県
の
動
向
も
注
視
し
な

が
ら
、国
や
市
町
と
も
連
携
し
て
、地
域

公
共
交
通
の
維
持
確
保
に
取
り
組
む
。

県
は
「
石
川
中
央
都
市
圏
地
域
公
共

交
通
協
議
会
」に
も
っ
と
積
極
的
に
関

わ
る
べ
き
。

地
域
に
必
要
な
大
量
輸
送
機
関
と
の
認

識
の
も
と
、何
ら
か
の
対
応
策
を
検
討

す
る
べ
き
。

◎
知
事　

持
続
性
確
保
の
た
め
、事
業

者
や
行
政
、地
域
に
必
要
な
対
応
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
。

北
陸
鉄
道
石
川
線
の
存
続
に
は
、公
有

民
営
の
上
下
分
離
方
式
の
導
入
が
不
可

欠
。

 

精
神
障
害
が
あ
る
方
の
生
活
は
厳
し

い
、医
療
費
の
負
担
が
大
き
く
受
診
控

え
が
あ
る
。

◎
知
事　

助
成
制
度
の
拡
充
に
向
け
、

全
国
知
事
会
な
ど
を
通
じ
て
、引
き
続

き
国
に
要
望
し
て
い
く
。

す
で
に
全
国
で
は
精
神
障
害
者
2
級
に

対
す
る
医
療
費
助
成
が
進
ん
で
い
る
。

ま
ず
は
市
町
や
関
係
機
関
と
の
検
討
の

場
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。

全
国
知
事
会
に
つ
い
て

知
事
公
舎
に
つ
い
て

北
陸
鉄
道
石
川
線
、浅
野
川
線
に
つ
い
て

観
光
発
展
に
金
沢
大
学
の
活
用
を
！

議
会
や
執
行
部
と
の
間
合
い
が
少
し
ず
つ
で
す
が
変
わ
り
始
め
、知
事
に

特
段
気
を
使
っ
た
り
遠
慮
し
た
り
す
る
こ
と
も
感
じ
な
く
な
り
、石
川
県
政

も
風
通
し
が
良
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。馳
知
事
に
は
職
員
の
声

を
精
い
っ
ぱ
い
吸
い
上
げ
て
、正
す
と
こ
ろ
、伸
ば
す
と
こ
ろ
を
間
違
え
な

い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

桜桃（妻のお店）の前で孫の那由多君と

石川県宅建協会役員の皆さんと
（稲村県議と私は顧問を務める）

民団の朴、金 各新旧会長、稲村石川県日韓
親善協会 会長（私は副会長）と共に表敬

石川県ラグビーフットボール協会 会長として
役員と陳情（県ラグビー場の得点ボードの改修）

石川県土地家屋調査士会の皆さんと
忌憚のない意見交換ができました

全国介護事業者連盟・斉藤理事長、橋本石川
支部長らと表敬訪問

全国パーキンソン病友の会・大西石川県支部長さん
他と要望（知事と私は顧問）

石川県学校栄養士会関係の旧知の皆さんと、
知事を交えて親しく懇談

石川県鉄筋業協同組合・小寺理事長ら
役員有志と馳知事を表敬訪問（私は顧問）、
業界の厳しい現状を訴えた

観
光
デ
ザ
イ
ン
学
類
を
支
援
、活
用
し
、北

陸
3
県
観
光
支
援
発
展
に
活
か
す
べ
き
。

◎
観
光
戦
略
推
進
部
長　

大
学
の
意
向

を
聞
き
検
討
し
て
い
く
。

石
川
県
自
ら
が
金
沢
大
学
の
観
光
専
門

学
科
と
密
な
る
連
携
に
努
力
す
べ
き
。

国
連
の
海
洋
会
議
で
千
里
浜
海
岸
が
環
境

問
題
の
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

◎
知
事　

車
で
相
応
で
き
る
砂
浜
と
し

て
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
極

め
て
重
要
。

馳
知
事
の
時
代
に
消
滅
し
た
と
言
わ
れ

な
い
よ
う
、積
極
的
な
対
応
を
国
に
求

め
る
べ
き
。

Ｇ
７
教
育
相
会
合
で
は
関
係
者
に
も
ご

覧
に
い
た
だ
き
世
界
に
発
信
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
。

精
神
障
害
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

千
里
浜
海
岸
に
つ
い
て

金
沢
競
馬
の
振
興
に
つ
い
て

北
陸
三
県
知
事
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て

金
沢
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て

石川県社交料飲生活衛生同業組合の顧問として
梅村理事長、今井さんらと要望

石川県インド協会 会長マクスーダさんの
国際交流・協力功労による知事表彰で

馳知事に
表敬・懇談！

元JRA調教師角居勝彦さんと競争馬の老後を
見守る牧場への支援を要望

知事をはじめ執行部に提案、実行を求めてきました。

ネ
ッ
ト
売
上
頼
み
で
、場
内
で
の
売
上

げ
は
苦
戦
、手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
の

で
は
。

◎
知
事　

競
馬
振
興
に
関
係
者
一
丸
と

な
っ
て
活
性
化
に
向
け
て
、取
り
組
ん
で

い
く
。

高
知
、佐
賀
競
馬
の
例
を
見
習
い
、現
状

打
破
を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
。ナ
イ

タ
ー
競
馬
は
改
め
て
関
係
者
と
議
論
を

行
な
っ
て
、実
現
に
向
け
努
力
す
べ
き
。

経
営
評
価
委
員
会
で
は
、競
馬
事
業
の

発
展
に
向
け
て
前
向
き
な
議
論
を
行
な

う
べ
き
。

◎
知
事　

活
性
化
策
に
つ
い
て
議
論
、

提
案
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
隔
年
か
ら

毎
年
開
催
に
す
る
。

現
状
で
は
形
式
的
に
会
が
開
か
れ
る
だ

け
で
、役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
。

劣
悪
な
住
環
境
に
あ
る
き
ゅ
う
舎
の
早

期
建
替
え
は
す
べ
て
の
関
係
者
の
強
い

願
い
だ
。

◎
競
馬
事
業
局
長　

税
金
の
投
入
を
避

け
る
た
め
に
も
財
政
調
整
金
取
り
崩
し

に
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
。

き
ゅ
う
舎
の
建

て
替
え
は
金
沢

競
馬
の
活
性
化

へ
の
「
一
丁
目
一

番
地
」の
課
題
で

あ
り
、で
き
な
い

の
で
は
競
馬
振

興
へ
の
県
の
本

気
度
が
疑
わ
れ

る
。

競馬専門紙の皆さんと知事に要望

泉・野々市線、西金沢駅通り線の
来年度着手決定！

犀川の土砂 水害へ不安 馳知事に要望！
「戸板まちづくり委員会」の皆さんと共
に、全国で豪雨災害が相次ぐ中、国道8号
犀川橋からJR北陸本線間の堆積土砂や
樹木の撤去を、直接、馳知事に面会して
要望いたしました。万一の際には被害拡
大の恐れがあり、戸板校下では長年にわ
たって抜本的な対策を望んでいます。

県の施行区間は手づかずのまま。これらの道路整備計画は地元の
皆さんの長年の念願であり、その効果は地域の利便だけではなく
金沢市南部地区全体に波及するものと期待されています。

吉田和夫町会連合会 会長が知事に直接要望

村山金沢市長と野本金沢市議と共に知事に直訴

戸板まちづくり委員会役員の皆さんと（私は顧問）

（12月議会で知事に質問）
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